
2022年度環境経営レポート

（対象期間：2022年4月1日～2023年3月31日）

発行日：2023年8月31日
発行責任者：奥村　友治

 株式会社 奥村興業

認証番号0001282



目　　　　次

あいさつ

環境経営方針

取組対象組織・活動

認証・登録の対象組織・活動　　事業の紹介

環境経営組織図及び役割・責任・権限表

許可の内容、主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

環境経営計画の取組結果とその評価

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟 等の有無

緊急事態対応訓練記録

代表者による全体の評価と見直し・指示

これまでの環境活動の紹介

1

ページ

2

2

3

5

5

6

6

7

9

10

10

10

項　　　　目



□ごあいさつ

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ． 当社は、次の環境活動を計画的に取組み実施します。

① 二酸化炭素排出量削減の推進

② 廃棄物排出量削減の推進

事業所から排出する廃棄物の分別により、リサイクルを推進し、排出量の削減に努めます。

③ 総排水量削減の推進

事業所での節水に努め、使用量（排水量）の削減に努めます。

④ 環境に配慮した廃棄物収集運搬車両の使用や作業に努めます。

⑤ 地域の環境美化活動に積極的に参加します。

３ ． この環境経営方針は、全従業員に周知徹底します。
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代表取締役 奥村　冨生

　　　　当社は、環境理念に基づき、環境活動における環境目標及び達成の取組を設定
　　　し、エコアクション２１の環境経営マネジメントシステムの継続的な改善につとめます。

制定日： 2006年11月10日

改定日： 2021年4月1日

　当社は昭和50年の創業以来、「ENVIRONMENTAL FRIENDLY」をテーマとして
健康で快適な暮らしを地域の皆様に提供するため、
一般廃棄物の収集運搬業務、霊柩・寝台運送業務、貸しホール業務、
環境施設維持管理業務、ビル管理業務、下水道高圧洗浄業務等を中心に
事業展開してまいりました。

これからも環境保全を基本姿勢とし、地域社会の未来に奉仕する
企業のパイオニアを目指し社員一丸となり邁進してまいりますので、
何卒一層のご愛顧を賜りますようお願い申しあげます。

環境経営方針

　株式会社奥村興業は、地域の清掃業として「環境整備」及び葬祭事業の「運送業務」を行う企業
として「地球にやさしい」を経営の重要課題と認識し、環境に対する正しい知識を深めるととも
に、当社の事業活動による環境負荷を把握し、自然や地球を思いやる「地域サービス」企業活動と
して、より豊かな社会の発展に貢献して参りたいと思います。

株式会社　奥村興業

事業活動に伴う電力・ガソリン・軽油・灯油等の使用量削減による二酸化炭素の削減に努めます。



□取組対象組織・活動
更新日：

（１） 名称及び代表者名

株式会社奥村興業

代表取締役社長　奥村　冨生

（２） 所在地

〒520-2331 滋賀県野洲市小篠原717番地の1

TEL：077－586－3333

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者：奥村　友治（専務取締役）

担当者　　　　：杉山　春子（総務課） TEL：077－586－3333

FAX：077－588－1313

（４） 事業内容

● 浄化槽維持管理業務、し尿・一般廃棄物収集運搬業務、下水道清掃業務、霊柩・寝台車運行業務

（５） 事業の規模（事業期間：4月～3月）

法人設立

資本金 万円

売上高 万円 (2022年度）

社員数 23 人

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

ｔ

ｔ うち再資源化量 ｔ

ｔ

ｔ うち再資源化量 ｔ

（６） 施設の状況

台 軽トラック 台

台 高圧洗浄車（2ｔ） 台

台 台

台 台

台

葬送運搬車輌

台

台

主要設備　　　設備はない

台数 備考

基

基

積み替え保管施設　　　設備はない

㎡ ｍ

㎡ ｍ

（７） 産業廃棄物収集運搬業実績

2022年度の産業廃棄物の受託収集運搬業の実績なし。

（８） 廃棄物処理料金

し尿：237円／18L

事業系一般廃棄物：見積

　 (９）積み替え保管の有無

積み替え保管施設の保有はない。
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1,000

20,487

事務所 収集車輛車庫 葬送運搬車輛車庫

2022年4月1日

敷地

昭和54年9月5日

塵芥車（４ｔ） 7 3

塵芥車（２ｔ） 2 1

中間処理後の産廃の処分量 0 0

収集運搬車輛

車種 台数 車種

トラック（４ｔ） 4 営業車（軽乗用車） 2

バキューム車（４ｔ） 1 営業車（乗用車） 1

台数

収集運搬量 0

中間処理量 0 0

最終処分量 0

延べ床面積、面積 196 687 215 1,215

受託した産業廃棄物の処理量

名称 保管面積 保管上限 備考

バキューム車（３ｔ） 2

車種 台数

霊柩車 4

寝台車 3

名称



（１０） 受託した廃棄物の処理量（全社）

①-1　一般廃棄物（家庭系一般廃棄物） 単位（ｔ）

※1

※3

※2

※1　プラスチックは2016年9月で可燃ごみと混合

※2　小型家電は2015年より開始

※3　コロナウイルスの関係で搬出先ストップ

①-2　一般廃棄物（事業系一般廃棄物）
単位（ｔ）

②浄化槽 単位（ｔ）

③し尿 単位（ｔ）

④産業廃棄物(2022年の受託実績なし）
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4

121

101

84

5

2

4,287

2022年度

203

0

0

0.1

0

29

232

2022年度

216

2022年度

280

0

177

92

64

47

106

44

古布 51

2022年度

3,440

破砕ごみ 187 221 196

プラスチック 0 0 0

廃棄物等種類 2019年度 2020年度 2021年度

可燃ごみ 3,414 3,515 3,537

空き缶 43 48 46

スプレー缶 4 5 4

15 52

雑誌類 92 122 115

粗大ごみ 106 127 106

新聞紙 48 74 66

小型家電 2 2 2

合計 4,205 4,443 4,429

ペットボトル 75 81 84

乾電池 5 6 5

空きびん 119 122 119

段ボール 64 105 97

空き缶 0.54 0 0

空きびん 0.12 0.21 1.5

新聞紙 0 0 0

雑誌類 0.30 0 0

廃棄物等種類 2019年度 2020年度 2021年度

可燃ごみ 0 147 167

廃棄物等種類 2019年度 2020年度 2021年度

し尿 319 323 308

廃棄物等種類 2019年度 2020年度 2021年度

浄化槽汚泥 243 213 232

ダンボール 19.20 23.04 22.17

合計 20.16 170.25 190.67



□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社奥村興業

対象事業所： 本社（事務所・廃棄物収集運搬車輌車庫・霊柩車寝台車車庫）

対象外： なし

活動： 浄化槽維持管理業務、し尿・一般廃棄物収集運搬業務、

下水道清掃業務、霊柩・寝台車運行業務

□事業の紹介

□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：
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2022年4月1日

総務業務他 一般廃棄物収集運搬業務 霊柩・寝台運行業務

代表取締役

環境管理 責任者

環境事務局

環境委員会

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

全体の評価と見直し、指示

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営レポートの作成、公開

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境活動実績の確認・評価

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

問題点の是正・予防

全従業員

環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加



□許可の内容

①廃棄物関連

※ 産業廃棄物収集運搬許可内容（滋賀県）

廃プラスチック類／紙くず／木くず／金属くず／ガラスくず・コンクリートくず（工作物の新築

・改築又は除去に伴って生じたものを除く）及び陶器くず（以上5項目）

②運輸関連

□主な環境負荷の実績

単位

ｔ

ｔ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｔ

㎥

kg-CO2/kWh（関西電力㈱）

※二酸化炭素の排出量には環境経営目標及びその実績以外にLPG使用量（114kg-CO2）も合算しています。

□環境経営目標及びその実績

評価欄：〇目標達成　　△目標値未達成（105％以内）　×目標未達成

原単位評価 ✕

＊LPGの二酸化炭素排出量は、114kg-CO2と微量のため目標に掲げません。
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12,377

63,005

102.3%

12,377

97%

63,005

24,421

97%

5,478

99.6%

66,425

25,746

受託した一般廃棄物
収集運搬量

12,760

5,500

100%

軽油使用量の削減
（単位：L)

項　目 2020年 2021年 2022年

二酸化炭素総排出量/
百万円原単位

63,005

24,421 24,421

97% 97%

2021年度の産業廃棄物の受託収集運搬業の実績なし

kg-CO2

使用量

基準年度比

kg-CO2

使用量

基準年度比

△

△

64,954

25,176

100%

12,377

5,335

第2306247号 2023年7月1日

有効年月日

2024年3月31日

2025年3月31日

2024年3月31日

2025年6月30日

許可名 名称業種 許可区域 許可番号 取得年月日

事業系一般廃棄物
収集運搬

守山市 指令第2号 2022年4月1日

ごみの収集運搬業務 野洲市南地区 業務委託 2022年4月1日

事業系一般廃棄物
収集運搬

野洲市 野洲市 第16号 2022年4月1日

免許内容 免許番号 免許発効日

一般区域貨物自動車運送事業 近運貨二第575号 昭和63年5月10日

浄化槽汚泥収集運搬業 野洲市 浄-第2号 2022年4月1日

浄化槽汚泥収集運搬業 草津市 草津市許可浄運第5号 2022年4月1日

一般廃棄物処理業

産業廃棄物収集運搬業 積み替えを含まない収集運搬 滋賀県 第2500134456号 2022年4月1日

事業系一般廃棄物
収集運搬 湖南市

2027年3月13日

2024年3月31日

2024年3月31日

浄化槽清掃業

kg-CO2/百万円

kg-CO2

463.8 438.5 451.6

　産業廃棄物排出量 0.81 1.82 6.61

87,382 88,842 91,496

4,613 4,620 4,519

水使用量 403 424 369

　一般廃棄物排出量 0.42 0.27 0.47

二酸化炭素総排出量

※電力の二酸化炭素排出係数（2018年調整後）

（2019基準年) （目標） （実績） （目標） （目標）

0.334 0.334 0.334

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準値 2022年 評
価

2023年 2024年

ガソリン使用量の削減
（単位：L)

✕

97% 97%

kg-CO2/百万円 48.723 47.261 50.060 47.261 47.261

9,046

使用量 27,921 27,083 30,366 27,083 27,083
電力使用量の削減
（kWh）

kg-CO2 9,326 9,046 10,142 9,046

基準年度比 100% 97% 108.8%

5,335 5,335

97% 97%

12,709

81%

上記二酸化炭素排出量合計

100% 97% 102.5% 97% 97%基準年度比
△

使用量 841 816 846 816 816
灯油使用量の削減
（単位：L)

kg-CO2 2,094 2,031 2,107 2,031

基準年度比 100% 97% 100.6%

△

97% 97%

2,031

- 95% 95% 95%

97% 97%

リサイクル率の推進
（単位：％)

- - 100% - -

95%

〇

〇%

kg-CO2 89,134 86,460 91,382 86,460 86,460

558.7
一般廃棄物の削減（Kg）

Kg 576 558.7 466 558.7

基準年度比 100% 97%

566事業所利用水の節水(単
位:㎥)

㎥ 584 566 369 566

基準年度比 100% 97% 63.2%
〇

97% 97%

環境配慮の100%推進
（単位：％） 行動目標（次項の環境に配慮した収集運搬による）

＊2023年、2024年の目標は、仮目標です。

＊化学物質の使用は無いので、目標に掲げません。

浄化槽清掃業 野洲市指定区域 野環第66号 2022年4月1日 2024年3月31日

浄化槽保守点検業登録 滋賀県 滋賀県 第170号 2018年11月29日 2024年11月28日

環境衛生センター使用許可 湖南広域事務組合 湖南広域事務組合 許可番号第6号 2023年4月1日 2024年3月31日



□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：〇目標達成　　△目標値未達成（105％以内）　×目標未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

・ 不用時の消灯

取組紹介欄

合計

2019年 27,921

2022年 30,366

自動車燃料による二酸化炭素削減

・環境に配慮した稼働(ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ）

・不要積載物の有無、タイヤ空気圧の確認

取組紹介欄

合計
2019年 5,501

2022年 5,478

取組紹介欄

合計
2019年 25,175

2022年 25,746
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○
・OA機器などのスイッチオフ △

・ノー残業デーの実施

○

達成状況

数値目標 ✕
原単位目標 ✕

10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

#REF!

#REF!

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

1,873 1,989 2,748 3,534 3,338 2,4522,099 1,727 1,598 2,672 3,499 2,837

2,128 1,848 2,445 2,445 2,176 2,2031,808 1,863 2,106 2,215 3,764 2,920

達成状況

数値目標 △
・暖機運転・アイドリングストップ ○

・効率的なルートで収集

○
〇

478 360

1,857 1,890

434 540 494 377 597 419 436
377 438

2,252

〇

500 546 523 473 479 443 525
9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

2,184 2,083
2,450 2,106 2,401 1,781 2,244

9月 10月 11月 12月 1月 2月

365 527 425 460

3月

358
3月

404

2,190 2,373

4月 5月 6月 7月 8月

2,243
2,065 1,843 2,017

1,979 2,075 2,207 2,094 2,571
1,931 2,120 1,966

取組結果とその評価、次年度の取組内容

目標達成できない月があった。次年度は、急加速・急減速の防止及び、交通
状況に応じた一定の速度を保った走行を心がけたい。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

コロナ感染予防のために、少人数ごとに部屋割りをしていることから使用量
が増えたと考えられる。次年度は、各部屋ごとにエアコンの設定温度などバ
ラツキがあるので統一し、目標達成できるよう節電を心がけていきたい。

0

2,000

4,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電力（ｋWh） 2019年 2022年

0

700

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ガソリン（L） 2019年 2022年

0

1,000

2,000

3,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

軽油（L） 2019年 2022年



灯油による二酸化炭素削減

取組紹介欄

合計
2019年 841

2022年 846

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

合計
2019年 576

2022年 466

産業廃棄物の削減

取組紹介欄

合計
2022年 95%
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0 180 0
0 0 0 0 0 0 180

3月
377 0 0 0

1月 2月

#REF!

4月 5月 6月 7月 8月

達成状況

数値目標 △
・ストーブの温度管理（冬季2０℃±１℃） ○
・不要時の暖房断

0 162 180 180

○
#REF!

○
#REF!

達成状況

0 0 0 142 142
9月 10月 11月 12月

48 48 48 48 48 48 48 48 48

144

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

数値目標 〇
・分別の徹底 ○
・シュレッター廃紙のリサイクル化 ○
・帳票直しによる印刷物の削減

4月 5月 6月 7月 8月

数値目標 〇
・廃棄物を分別し、リユース・リサイクルを徹底する ○
・無駄な資機材を購入しない △
・リサイクル業者の開拓 △

達成状況

15 21 3 17 16

#DIV/0! 95% #DIV/0! #DIV/0! 95% #DIV/0! #DIV/0!
3月9月 10月 11月 12月 1月 2月

71 50 56
48 48 48

95% #DIV/0! 95% #DIV/0! 95%

97 5935 26

取組結果とその評価、次年度の取組内容

コロナ感染予防のために、少人数ごとに部屋割りをしていることから使用量
が増えた月もあった。次年度は、引き続き退出する際など、こまめに消すよ
うに心掛けたい。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

年間を通して分別の徹底、ミスコピーの削減に努められた。次年度も継続す
る。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

廃棄物は,分別を行いリサイクルで削減に努めたが整理整頓を行ったために
排出量が増えた。次年度も分別を励行する.

3月
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取組紹介欄

合計

2019年 584

2022年 369

溶剤使用量削減（あるいは適正管理）

環境に配慮した収集運搬

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

大阪府条例（流入車規制）

空気圧縮機、送風機

9

自動車リサイクル券

家電リサイクル券

遵守評価

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

取組結果とその評価、次年度の取組内容水道水の削減

遵守

数値目標 〇
・洗車の水使用量を減らす。 ○
・水を流しながらの洗い物はしない。 ○
・自動水栓取り付け ○
・トイレに擬音装置取り付け

達成状況

廃棄物処理法

家庭系一般廃棄物の収集受託（野洲市）　事業

事業系一般廃棄物の収集運搬業　事業活動

（湖南広域行政組合、守山市、湖南市、野洲市）

産業廃棄物の収集運搬業　事業実績なし

廃棄物の適正保管、適正処理、産業廃棄物管理票交付状況報告書の提出

・環境配慮運転の励行 ○

・排ガス規制適合車の使用 ○
・作業開始前の車輛点検 ○
・車輛の清掃 ○

○

4月 5月 6月 7月 8月

120 00 131 0 73 0 127 0 74 0

9月 10月 11月 12月 1月 2月

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

道路交通法 車両の大きさ・重量、通行制限

＊環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

＊なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

貨物自動車運送事業法 運行管理者の選任等

フロン排出抑制法 第１種エアコンの簡易点検・記録及び保管

自動車リサイクル法

家電リサイクル法

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

達成状況

#REF!

滋賀県浄化槽保守点検業者の登録
に関する条例

浄化槽管理士の選任等

遵守

遵守

#REF!

取組結果とその評価、次年度の取組内容

ハイブリッド車を積極的に投入、作業開始前には車輛点検を実施し収集運搬
にあたった。次年度は、車検とは別に,月次年次点検を実施する予定

収集運搬車

騒音規制法

振動規制法 圧縮機

水質汚濁防止法 煮湯設備、洗浄設備、事故時の措置

道路運送車両法 車両の大きさ・重量、乗車の保安基準

59

3月

59 0 55 0 5966 0

節水を心掛け流しっぱなしはしない。また洗車時も心掛けた。次年度も継続
する。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

使用実績はない

数値目標 -
・有害性物質の表示の徹底 -
・適正管理 -
#REF! #REF!

達成状況

0 72 0 58 0

0

100

200

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

水道水（㎥） 2019年 2022年



□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

☆環境フェアでの体験見学の様子（今期はコロナで中止） ☆琵琶湖畔での清掃活動に参加

☆会社周辺の草刈り及び清掃 ☆会社周辺の草刈り及び清掃

10

火災対応手順書に基づき、通報及び避難訓練を実施するとともに消火器等の配置や有効期限等を確認し有効である
ことを確認した。また、収集運搬車の消火設備搭載や車内禁煙ではあるが、タバコの吸い殻入れも適切で周囲に危
険がないことを確認した。今後も、継続して試行・訓練を実施する。

2022年11月24日 駐車場

社員11名

・消火器使用方法、通報訓練、消火訓練、避難訓練

2023年8月31日

2022年度において、二酸化炭素排出量は基準年に対しほぼ横ばい。コロナ5類移行後も社内及び車内分散により感染対策をし
ているため電気使用量が目標値を上回った。一方で、軽油使用量はエコドライブを心がけたため目標を達成した。次年度の売
り上げは今年度と大幅に変化はないと予想されるので、本レポートにある各項目の取組と、それに加えて環境活動及び地域貢
献活動も積極的に社内で発信、共有し励行する。引き続き法令順守・従業員満足度・顧客満足度・環境への配慮を心がける。
次年度は、環境経営目標、環境経営計画を新たに設定しエコアクション21に取り組む。


